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登録リスト（該当：33件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 水の移動経路]	水の移動経路	　川やため池の水は、直接そこに雨が降ったものだけでなく、周囲の高地から流れ込んできたものも多い。高い山があれば、雪解け水も入ってくる。このため、降水量が少ない地域であっても、上流の降水量が多かったり、山脈に面していたりすれば、十分な水を確保できる。

　水底は田より低いため、水位が低いときは用水として使いにくい。洪水のリスクが高まるため、底を上げればよいというものでもない。水位が低い場合は、ポンプを使うようだ。
　しかし、近代的なポンプは、ため池が造られた江戸時代にはなかった。現在のため池を見ると、当時は底近くに水路を引いたり、水位が一定以上のときのみ水を水路に送っていたと考えられる。現在も、水位が高いときはポンプとは別に排水するようだ。	2024-02-11
	2	[image: 長野の観光地の持続性　牛臥川]	長野の観光地の持続性　牛臥川	牛臥川は古来よりたくさんの洪水が起きているところで、様々な対策が行われている場所である。その対策である砂防工事の完成形がとてもきれいで、それは階段工と呼ばれるものである。階段工は名前の通り階段のように連なっている水路でそこに水が流れる様子は実際にみてもとてもきれいだった。そして、その石積技術や景観をもとに、国指定の重要文化財となった。しかし見に行ってみたら、季節的な問題もあるかもしれないが人は全然いなかったためやはり盛り上げていきたいと考えた。	2024-01-25
	3	[image: 長池]	長池	　倉升地区にあるため池。塩田平からは外れた場所であり、別所線沿線では最も上田駅に近いため池といえる。規模は塩田平のため池と比べると小さいが、実際に訪れて見ると小さくは感じない。

　周囲に創造館、倉升公民館、長池公園、上田南幼稚園といった施設があることから、地元の子どもには馴染み深い。

　長池のすぐ近くには、倉升マンホールポンプ場がある。長池の水の管理は、このポンプ場で行われているのだろう。

　ため池は取水するための水源であるはずだが、長池に注ぐ水路がある。水路は山の方からつながっていることから、長池に直接降った雨だけでなく、周囲の山間に降った雨水も貯めるものと考えられる。	2023-11-13
	4	[image: 瓢箪池(塩田運動公園)]	瓢箪池(塩田運動公園)	　長野大学の隣の、塩田運動公園(上田自然運動公園)内にある。公園として整備されているため、田に囲まれたものと比べて行きやすい。

　用水路はつながっているようだが、ため池として現役で使用されているかは不明。	2023-11-07
	5	[image: 長野大学付近のため池(夫婦池)]	長野大学付近のため池(夫婦池)	　長野大学の近くにある、その付近では比較的大型のため池。降水量の少ない塩田平では、このようなため池が多く存在する。

　あふれないようにするためか、高い土手で囲まれている。土手の下からは用水路が出ている。ここから田へ取水するのだろう。

　撮影日の数週間前から雨が降っていなかったが、水量は多いように見えた。撮影時点ではすでに稲刈りが終えられていたため、水の消費量が少ない時期と考えられる。	2023-11-07
	6	[image: 常盤街の歴史　昭和４５年から昭和４９年まで]	常盤街の歴史　昭和４５年から昭和４９年まで	昭和４５年
１　　　自治会会則が一部変更し、監事２名を置く。
９　　　「これからの親と子のあり方」の講習会を開く。
　　　　講師は上田三中校長黒坂周平氏。
１０　　　西小･三中PTA支部廃品回収を実施、収益金２０,８８４円
１１　　　新上田橋が完成する。
昭和４６年
９　　　　敬老会を市老人福祉センターで開く。米寿会員３３人出席。
１０　　　常盤町簡易郵便局が開局する。
１０　　　上田市交通安全協会鎌原支会の分会として常盤町分会が設立される。
１０　　　自治会館南側の道路を日曜広場として利用し始める。
１２　　　町婦人部主催で金子康夫さん撮影の８mm映画「常盤町の誕生より今日まで」の上映会を開く。
１２　　　団地南端の交差点（山寺さん宅前）へカーブミラーや「止れ」の交通標識が建つ。
１２　	2023-08-09
	7	[image: 常盤町の歴史　昭和４０年から昭和４４年まで]	常盤町の歴史　昭和４０年から昭和４４年まで	昭和４０年
１　　　新年の賀詞交換を行う。（以後毎年実施している。）
３　　　太郎山に山火事が発生して４時間余り燃え続け自治会館が消防詰所となり、炊き出しをする。
８　　　台風のため町内にも被害が発生する。
昭和４１年
３　　　町内道路舗装促進の陳情書を市に提出する。
３　　　郵便ポスト設置実現の陳情書を上田郵便局へ提出する。
６　　　急行バスの生塚停車実現の陳情書を川中島バス会社へ提出する。
１２　　社会部と西小PTA支部共催で「ママポリスさんと語る夕べ」が開かれる。
１２　　道路簡易舗装第１期工事１８０mが団地入り口から始まる。
昭和４２年
２　　　山火事が発生し、３時間余り燃え続ける。
３　　　町内下水路改装（１００万円）がしゅん工する。
４　　　米寿会（初期は老人クラブと称した）	2023-08-09
	8	[image: 常盤町の歴史　昭和３５年から昭和３９年まで]	常盤町の歴史　昭和３５年から昭和３９年まで	今回の「常盤町の歴史」では、常盤町創立（昭和３５年）から平成３年（「常盤町３０年のあゆみ」に記載されている範囲）の範囲内を可能な限り記す。内容に関しては私個人が重要な事を抜き出し及び文章を変更して記載すると事実と異なる内容となる危険性があるため、記されている内容をそのまま記載する。尚、該当ページは第３章常盤町３０年のあゆみ、第１節常盤町３０年の沿革表が記されている７７頁～１００頁である。文量が多いため、５年毎複数のページに分けて記載する。

昭和３５年
１２　　県企業局より住宅団地造成計画のあることが地元（生塚区）に示される。
昭和３６年
２　　　このころから生塚区及び関係地主の対応が具体化し始め、団地造成委員会を設けたり関係地主大会も開かれ、県や市との交渉･話し合いが頻繁にも	2023-08-09
	9	[image: 番外編：湯の橋]	番外編：湯の橋	大正橋からさらに堤防を通って上流へ...と進むことはせず、少し回り道して戸倉の温泉街に。
以前の上田での調査の際、入り組んだ街並みには案外面白い発見があると学んだため、いざ温泉街へ。
そこで見つけたのが、この「湯の橋」。温泉に相応しい名前ですね。橋と言って良いのかと首を傾げるくらいにはこぢんまりとした橋でしたが、下を覗くと蔦まみれの建物に草の茂った用水路...とレトロさが味わえてなんとも気に入ってしまいました。
風景をより魅力的にする、というのも橋の利点なのかもしれません。	2023-05-07
	10	[image: 発見③畑より田んぼ]	発見③畑より田んぼ	ザ・日本の田舎
実際に水が流れてる用水路初めて見た	2022-10-24
	11	[image: 塩沢　農業]	塩沢　農業	塩田平と似て、稲作が盛んである。山沿いには畑作も多少見ることができる。塩沢の農業の特徴は何より、稲作がとても盛んであることだ。塩沢は日本有数の豪雪地帯であり、稲作の時期は雪解け水が供給される。塩田平とは違い、ため池はほとんどなく、灌漑の方法としては用水路などで灌漑がされている。
写真をみると、農業用に整備された用水路が見えることがわかる。	2022-02-02
	12	[image: ため池の必要性]	ため池の必要性	そもそもなぜ塩田平にはため池が必要だったのでしょうか。それは、全国でも有数の寡雨地域であったからです。雨が少なく年間の降水量は890mmであり、稲作をするときに必要と言われる降水量である1000mmを下回ります。そのため、稲作をするためには厳しい土地でした。幸い、土壌は元々塩田平は湖であったことなどから肥沃だったため、水が足りないという課題を灌漑で解決すれば稲作ができました。用水路を使った灌漑などが長野では多いですが、塩田平を流れる川は、どれもたくさんの農地を潤すほどの水量はありませんでした。そこで、塩田平ではため池灌漑という長野県では珍しい灌漑方法がとられています。

参考:ため池のれきし-信州上田|塩田の里|とっこ館
	2022-01-26
	13	[image: ホタルのお宿？]	ホタルのお宿？	目的地まで近道をしようと入った小道で発見したホタルのお宿。地域住民によって、押出川が流れる水路の一部をホタルの保護区にしている。川のゴミ拾いや、ホタルの幼虫になるカワニナの放流・保護、外灯の灯を消すなどの努力がされているようだ。とても水が透き通った美しい小川だった。	2021-11-22
	14	[image: 最寄り駅]	最寄り駅	工事してましたが、GWだけ開通してました	2021-05-06
	15	[image: 河童除けのお地蔵様]	河童除けのお地蔵様	　住宅街の一角に、大きな欅と祠があって一体のお地蔵様が祀られている。実はこのお地蔵様、河童除けのお地蔵様なのである。
　妖怪がいるかいないかの議論はさておき、この上田という地域は降水量が少なく、田んぼにはため池の水を使う。現にため池がたくさんあり農業用の用水路もたくさんある。子どもが誤って落ちる、などの被害が頻繁にあったということは容易に想像ができる。
　今日も近くで遊ぶ子供たちを守りながら、お地蔵様はひっそりとたたずんでいる。	2021-05-05
	16	[image: 栗の木川]	栗の木川	

地元の番組企画の映像である。ここにもあるように、現在の新潟の主要な道路は元々水路であったものが多い。栗の木バイパスもそれに該当する。栗の木排水場はバイパス開通の六年前（1963）に新潟地震で被災、役目を終えた。栗の木排水場に関してはメモを参照。	2021-01-27
	17	[image: 木やりと岩万燈]	木やりと岩万燈	

亀田の祭りで行われている木やりという掛け声である。これは古くは水路を利用する船頭による歌だが、亀田をたたえ、奮い立たせるような節回しは、祭りのために作られたような感覚さえする。
亀田の夏祭りの大きな特徴はこの木やり及び亀田大岩万燈（以下岩万燈）にある。大きなみこしをぶつけ合うその姿はまさに喧嘩祭りである。
おおむね一日目に亀田甚句流し、二日目にこの岩万燈が行われる。動画では岩万燈の一連の流れが記録してある。大きな声で木やりをかけるむさくるしい様子をぜひ見てほしい。

そもそもこの祭りが行われるようになった経緯にも、もちろん土地が関	2021-01-27
	18	[image: 上田探検　リンク]	上田探検　リンク	柳町の水路
http://d-commons.net/uedagaku/admin/content_edit.php?id=3343
リンゴの自販機
http://d-commons.net/uedagaku/admin/content_edit.php?id=3234
道祖神
http://d-commons.net/uedagaku/admin/content_edit.php?id=3237
熊人(ラーメン屋)
http://d-commons.net/uedagaku/admin/content_edit.php?id=3239
臼だったもの
http://d-commons.net/uedagaku/admin/content_edit.php?id=3240
古びた井戸
http://d-commons.net/uedagaku/admin/content_edit.php?id=3242
刀屋(そば屋)の薬味
http://d-commons.net/uedagaku/admin/content_edit.php?id=3342
上田城跡公園
http://d-commons.net/uedagaku/admin/content_edit.php?id=3344
至る所にいる真田
http://d-commons.net/uedagaku/admin/content_edit.php?id=3345
サマーウォーズ自動販売機
http://d-commons.net/uedagaku/admin/content_edit.php?id=3346
日輪寺　観音堂
http://d-commons.net/uedagaku/admin/content_edit.php?id=3564
宗吽寺
http://d-commons.net/uedagaku/admin/content_edit.php?id=3566
常田館製糸場
h	2021-01-14
	19	[image: 菱野温泉郷不動滝]	菱野温泉郷不動滝	「小諸眺望百選１２　菱野温泉郷不動の滝　秋の紅葉と冬の氷柱」として小諸市観光協会（当時、現小諸市観光局）認定された。

菱野温泉薬師館の手前を左側に入っていった道の奥の方にある。夏は滝行が行われ、冬は凍って氷柱が出現する。

大里地区の水田を潤す用水は女堰、荒堰そして深沢水系の３つある。荒堰の上流の水源は水出（小姓水源）と観音沢水源の2つあり、この不動滝は観音沢水源からの水路の途中にある。

　令和2年度第2期分として小諸ふるさと遺産に認定された。	2020-12-25
	20	[image: 水路の水３]	水路の水３	川と合流したけれど時々匂う温泉の香り。
民家の前に温泉のにおいの水場を発見	2020-11-06
	21	[image: 水路の水２]	水路の水２	温泉旅館を超えてもまだ温泉のにおいが・・・
上にも温泉旅館があるのだろうか？	2020-11-06
	22	[image: 水路の水]	水路の水	水路の水から温泉のにおい。どこから来たのだろう？おんせんやどからでているのかな？	2020-11-06
	23	[image: マンホール]	マンホール	　地域によってマンホールのデザインは違うと思うのですが、上田市のマンホールはこんな感じなんだとわかりました。気になったのは、私が歩いていた下之郷の集落ではマンホールとマンホールの間隔が3mくらいで結構近いことでした。
　ため池や防火水槽が多かったり、川のそばには人工的に作られたようなまっすぐな水路が地図で確認できたりして、この地域の人たちと水の関わりが気になりました。周りを山に囲まれているけれど、この辺りが平らな土地なのでそのこととも関係があるのかなと思いました。	2020-11-06
	24	[image: 柳町の水路]	柳町の水路	柳町のおしゃれな雰囲気作りに一役買ってるであろう苔の生えた水路。

苔が生えていると言うことは日頃近隣の住民が利用しているのだろうかと疑問に思い調べてみたところ、上田市の都市計画に「歴史的まちなみの保存・活用」という項目があり、景観水路の整備を行い実用性と見栄えを両立していることがわかった。	2020-11-04
	25	[image: 北国街道の足元]	北国街道の足元	北国街道を歩いているとき、足元を見たらこんな用水路があった。北国街道の街並みに合うように用水路まで整備されているのが驚いた。
細部までこだわることがその街並みを、風情を重んじる行為であると思った。	2020-11-01
	26	[image: 千ヶ滝湯川用水温水路（御影用水温水路）]	千ヶ滝湯川用水温水路（御影用水温水路）	御影用水は軽井沢町内の千ヶ滝を水源とする上堰と白糸の滝を水源とする下堰がありますが、下堰の御代田町との境付近に、水温を温める、温水路と呼ばれる幅広い部分があります。景観的にも素晴らしいところです。

https://bit.ly/3nsoOAJ	2020-10-08
	27	[image: 高峯財産区、高峯土地改良区記念碑]	高峯財産区、高峯土地改良区記念碑	　菱野の入村の高峯財産区（旧大里村有林を管理する組織）の山林の中、通称ヤカタの峯と呼ばれるところに、高峯財産区、高峯土地改良区の記念碑が建てられています。

https://ja.monumen.to/spots/7378

記念碑

高峯の陽に茂る山林は古くは小諸藩に属し、明治の維新に際して国有に帰せり。朝夕仰ぎて恵澤に浴せし村民は、その払下げを願うこと宛も父を親うが如し。昭和二十七年漸くにして二千百万円を以て六十余町歩の国有林を大里村に払下げられ、更に廿余町歩の農地改革開墾附帯地の賣渡を受けたり。宿願達成の喜や襞うるに物なし。廿九年同村は、小諸町他四ケ村と合併して市制を施くに当たり、同村は高峯財産区と命名されて旧村の保有となる。この山麓に女堰と称するあり。慈母の如く大地を育みて年を経たり。昭和廿八年之が改修の費を財	2020-08-24
	28	[image: 佐久市中込前林の道祖神]	佐久市中込前林の道祖神	佐久市の小海線滑津駅から南方向に進んだ水路沿いにある道祖神。両隣に金精様。	2020-08-20
	29	[image: 青木村から見える上田市]	青木村から見える上田市	辺り一面、山林と田んぼが広がっています。
目の前に広がる田んぼの奥に見えるのは、上田市です。
この場所から眺める上田市の景色は昼夜、四季を通じて美しいです。

10日ほど前、この場所の用水路で蛍を目撃しました。数匹いたようで、暗い田んぼの中で元気に飛び交っていました。蛍はきれいな水に生息するとのことで、目撃できたことに喜びとともに誇りを感じました。	2020-07-12
	30	[image: 井水　「保命水」]	井水　「保命水」	柳町にあるきれいな水が湧き出るところをみつけました！

昔からあるところで有名みたいです。
地域の方々にも親しまれていて、ちょうど住民の方が水を汲みに来て、少しお話ししました。

そういう地域住民の温かさが感じられて、素敵な場所です！
わきの水路にカニが住んでいることも教えてもらいました！それだけ水がきれいってことですね。

このきれいな水があるから、酒造やパン屋さんがおいしくて評判なのかも？

これからの季節に涼を感じられるのでおすすめですよ！	2020-06-15
	31	[image: 線路をくぐる水路(三好町駅付近踏切)]	線路をくぐる水路(三好町駅付近踏切)	三好町駅付近にある踏切。
線路の下を水路がくぐっている珍しいタイプ。


水がきれいなのも、水路が石積みなのもまた良い。	2020-06-05
	32	[image: 道路下になった用水路]	道路下になった用水路	近くの用水路。数年前はこの先の用水路が地上からも見えたが、道路幅を広げたために地下となっている。	2020-05-26
	33	[image: 下塩尻 桜づつみ ホタルの里]	下塩尻 桜づつみ ホタルの里	長野県上田市にある下塩尻桜づつみホタル水路は、春は美しい桜並木、ホタル舞う水辺環境を地域ぐるみで復元させ、ホタルの故郷づくりをしています。
夏には、水路に沿って歩きながら、ホタルを観賞することができます。
上田市で上田紬で有名な蚕とはまた違った魅力で観光する人々を魅了し、人々を寄せ付ける桜づつみのホタル水路。その魅力に誰もが興味を持てるだろう。	2020-05-21
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